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学校教育目標 「自らの未来を切り拓く，心豊かな生徒を育成する」 

 

第４回 トークイン双ケ丘 
 ２月２３日（金）に第４回 トークイン双ケ丘を行いました。久しぶりの開催です。今回のテーマは，

１年生は「１年生を終えて」，２年生は「２年生を終えて」，３年生は「進路・卒業について思うこと」

です。全校で７名の生徒が思いを語ってくれました。 

 

１年４組 男子 

「でも（合唱コンクール）本番では，深呼吸して緊張をやわらげられたので，よかったです。緊張せず

にみんなと一つになって歌えたことが心に残っています。」 

 

１年４組 女子 

「今では，このクラスでよかったと心から思います。来年，別のクラスになってもこのクラスにいたこ

とを忘れず，楽しい中学校生活にしようと思います。そして，あとの１ヶ月を思い残すことのないよう

にしたいと思います。」 

 

２年４組 男子 

「僕は，職業体験（チャレンジ体験）で３日間京都市交通局梅津営業所へ行きました。そこでは，業務

説明や洗車体験，京都駅に行って乗客接遇体験などをしました。僕は，この３日間で働く意味は給料の

ためだけではなく，安心・安全・快適を目指していることを知りました。」 

 

２年４組 女子 

「授業や生活の態度が悪くなってきたのです。さらに，そこに少しずつ流されている自分がいました。

この時、周りから言われていた『中だるみの時期』を他人事にしていたり，注意したいのにいつの間に

か流されている自分は，本当に反省しないとなあと感じました。」 

 

３年２組 女子 

「試験が終わった後もできなかった事に不安を覚え，体調を崩してしまった。だが，それも乗り越えて

今がある。なので私はこれから先，同じ不安を抱えている仲間を支えたいと思う。……これから中期（選

抜）に向けて頑張る仲間と一緒に頑張り続けようと思う。」 

 

３年５組 男子 

「６月の中頃、ある言葉がふと目にとまった。『君も知らない，自分に出会う』強烈な印象を与えたそ

の言葉は，高校のパンフレットのものだった。その言葉に感じた興味が，憧れに変わったのは，高校見

学に行ったときだった。少し遠いがきれい。何より皆が笑顔で迎えてくれたのが単純にうれしかった。」 

 

３年６組 女子 

「こんな風に，私が音楽を好きになった事，何かをやりとげようとする気持ちをもてた事は，何事にも

恐れずチャレンジしたからこそ，そしてたくさんの支えがあったからこそ見つけられたものだと思いま

す。   


